
令和５年第３回黒坂警察署協議会開催状況 

開催日時 令和５年９月27日(水)午後２時から午後３時40分まで

開催場所 黒坂警察署

 委　　員 川端会長、野口副会長、安養寺委員、空場委員、山根委員 

 (定数８人) 吉澤委員、音田委員 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上７人

出 席 者 

 警　　察 渡邊署長、井畑管理官、小林溝口幹部派出所長 

米本交通課長、岩田生活安全刑事課長、警務課員 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上６人

議　　　事　　　概　　　要

１　挨拶 　   
　　川端会長及び渡邊署長が挨拶を行った。 

 

２　治安概況説明 

　　担当課長が、令和５年８月末現在における管内の刑事・交通関係の治安概況に

　ついて説明した。 

 

３　協議事項（特殊詐欺被害防止対策） 

　　担当課長が、全国、県内及び管内における特殊詐欺の認知状況等を説明し、高

　齢者訪問のほか、街頭広報、イベント参加、防犯講習、各種媒体を利用した広報

　啓発等、当署で行っている特殊詐欺被害防止のための取組について紹介した。 

　　委員からの主な意見、質疑等とそれに対する警察の回答は次のとおりであった。 

　　委員：今回は、架空料金請求詐欺の実際の電話音声を聞いたり、いわゆるサポ

　　　　ート詐欺につながるパソコンのデモ画面も見たりすることができて、非常

　　　　に勉強になった。このような体験型の講習や訓練を行っていけば、特殊詐

　　　　欺に対する心構えが醸成されるのではないか。 

　　警察：当署では、高齢者に対して、老人クラブや生涯学習講座、スマホ講座等

　　　　のあらゆる機会を利用して特殊詐欺被害防止の講習を行っている。しかし、

　　　　被害者は決して高齢者とは限らないことから、若年世代に対しても、被害

　　　　防止に対する意識啓発を図るための講習を行っている。これら講習の場で、

　　　　話のあった電話音声やデモ画面等も、これまで以上に活用していきたい。 

　　委員：地域限定ではあるが、ケーブルテレビに駐在所員の生の声が聞ける番組

　　　　がある。この番組は繰り返し放送されるので、非常に多くの町民が目にす

　　　　るので話題になっている。特殊詐欺の被害防止にこれを活用しない手はな

　　　　いのではないか。 

　　警察：警察でも、大手のテレビや新聞、ラジオだけでなく、地域と密着したケ

　　　　ーブルテレビや防災無線等のメディアによる広報は、非常に影響力が高い

　　　　と感じている。今後も関係機関との連携を密にし、積極的に活用していく

　　　　予定である。


